











































































































































































安全ポケットブック作成｣ ｢チェックマニュアル作成｣ ｢可視化にDVD作成｣ ｢チェッ
クによる間違い発見例が増えた｣ などであった。【考察】成果は、チェックに関連する
インシデントの減少や間違い発見例が増えたなど一部に見られたが、今後評価する施
設が多数であった。委員会の取り組みが自施設活動を後押しした。課題は1.チェック
の確実性を高める　2.チェックの見落としやすい場面への対策強化　3.定期的な評価　
である。
10月
24日㈫
一般演題 （口演）
抄録
